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要     旨 

ア. 緒言：グリコシル化 (Glycosylation)は、一般的な翻訳後修飾（Post-translational modification）

のひとつであり、細胞上のグリコシル化パターンの変化が細胞増殖、分化、組織粘着力や発癌に関

連性があると報告されている。ヘリコバクターピロリ感染は萎縮性胃炎、胃十二指腸潰瘍、MALT

リンパ腫さらには胃癌の原因となることが知られているが、ヘリコバクターピロリ感染と胃粘膜グ

リコシル化との関係は未だに報告されていない。本研究では、レクチンマイクロアレイ法を用いて、

ヘリコバクターピロリ感染、除菌前後での胃粘膜グリコシル化の関連性を検討した。 

イ. 研究対象及び方法：当院で施行した上部消化管内視鏡検査時に得られた、ヘリコバクターピロリ未

感染 10例、ヘリコバクターピロリ感染胃炎 10例の除菌前および除菌後 1年の胃粘膜生検組織を使

用した。ホルマリン固定、パラフィン包埋された胃生検組織より、炎症による影響を最小限にする

ため、腺細胞のみを LCM (Laser Capture Microdissection)を用いて採取、抽出した蛋白を用いて

レクチンマイクロアレイを行い、LGI (Lectin-glycan interaction)値を測定した。 

ウ. 結果：LGI値は、同一患者において、ヘリコバクターピロリ除菌前後で、前庭部では RCA120、TJA-



Ⅱ、EEL、Jacalin、ACA、MPAが有意に上昇し、UDAが有意に低下した。体部では、LTL、UEA、

SNA、SSA、TJA-I が除菌後に有意に低下した。さらに、ヘリコバクターピロリ未感染群と比較す

ると、胃前庭部においては、JacalinおよびMPAは、ヘリコバクターピロリ感染にて有意に低下す

るものの、除菌により未感染レベルにまで回復が認められた。胃体部においては、LTL、SNA、SSA、

TJA-I は、ヘリコバクターピロリ感染にて有意に上昇するものの、除菌により未感染レベルにまで

回復が認められた。 

エ. 考察：ヘリコバクターピロリ感染により Jacalin、MPA、LTL、SNA、SSA、TJA-I は有意な変化

を認め、除菌１年後に未感染レベルにまで回復した。LTLは膀胱癌の進行度マーカー、SNAは大腸

直腸癌、肝細胞癌、膵癌の診断・転移・予後マーカーや肺炎診断マーカー、SSAは糖尿病性腎症の

進行予測マーカー、SSA、SNA、TJAは大うつ病性障害の診断・モニタリングマーカーとしての報

告がある。Jacalinは腫瘍関連性の Thomsen-Friedenreich(TF)抗原を認め、ヒト大腸癌細胞に対し

て増殖抑制作用がある。MPAに対する具体的な報告はないが、Jacalinとは 85%相同性があり、TF

抗原に対し高い特異性を有し、MPAは癌化と関連する可能性がある。感染により有意な変化を認め、

除菌により未感染レベルにまで回復するというこれらの変化は、胃粘膜における炎症スコアや活動

性スコアにおける変化と同様である。ヘリコバクターピロリ感染による糖鎖発現の可逆性を示唆し

た興味深いデータであり、ヘリコバクターピロリ感染と胃癌発症が密接に関係している地域では重

要な意味を持つ。 

オ. 結語：本研究は、ヘリコバクターピロリ未感染症例と、同一症例での除菌前後の胃粘膜糖鎖へのレ

クチン結合を検討した初めての報告である。ヘリコバクターピロリ感染により胃粘膜細胞上では、

さまざまな癌と関連性のあるレクチン結合状態が変化していた。さらに、それらの変化はヘリコバ

クターピロリ除菌によって回復することが判明した。 

 


